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評 価
第５章 生き生きと学び続ける

生涯学習環境づくり ○

評 価

１ 生涯学習環境の整備
Ａ

＜目指すもの＞

県民一人一人が、生涯にわたって主体的に学習活動に取り組み、生きが

いのある充実した生活を送ることができるとともに、学習成果をより良い

社会づくりに生かすことができる生涯学習社会の実現に向けた環境整備を

進める。

〔ここに注目 !！〕

・県立図書館の貸出冊数が過去最高記録を更新

目 「第２次新潟県生涯学習推進プラン（改定版）」」に基づき、多様な生涯学習情

報の提供、生涯学習の相談・支援体制の整備、図書館サービスの充実等により、

的 県民が生涯を通じて主体的に学習を行える環境の整備を推進する。

１ 多様な生涯学習情報の提供

(1) 生涯学習情報提供システム「ラ･ラ･ネット」の一層の活用に向けて、リーフレ

ットの配布やイベント（生涯学習県民フォーラム、研修・講座等）による周

知を図った。訪問数 82,092件（Ｈ24：70,227件）

(2) 「いきいき県民カレッジ講座一覧」（年３回各回10,000部）や広報紙「生

涯学習にいがた」（年６回各回1,700部）により講座情報等の周知を図った。

２ 生涯学習の相談・支援体制の整備

(1) 個人の学習活動を支援する相談窓口において、

各種学習機会に関する相談に応じた。

相談件数871件（Ｈ24：607件）

(2) 指導者の資質向上を図る「生涯学習指導者研

修会」を実施した。

33回1,273人（Ｈ24：37回1,088人） 【生涯学習指導者研修会】

３ 県立図書館の取組

(1) 利用者拡大に向けて、暮らしや家庭などをテーマとした気軽に立ち寄れる

コーナーを充実するとともに、話題性のある特別展示を実施した。

また、越後佐渡デジタルライブラリー（新潟県歴史関係資料）を拡充した。
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(2) 本県の中核図書館として、県内公立図書館との図書の相互貸借や相互検索

などの情報ネットワークの推進に努めるとともに、県内公立図書館職員等を

対象とした研修会を開催した。３回 参加者134人（Ｈ24：２回72人）

(3) 県内公共図書館のほか、新たに県立高校への訪問相談を実施した。

24館、16校（Ｈ24：27館）

【成果】◇ ラ･ラ･ネット上で研修会参加者などが情報交換を行う「ラ･ラ･ネットコミ

評 ュニティ」（Ｈ25～）の活用が進み、生涯学習関係者の情報交換が活発

に行われ、学習ニーズの把握や学習プログラムの充実につながってい

価 る。

◇ 生涯学習に関する相談件数や研修会への参加者が増加しており、県

民の学習ニーズの高まりに応えている。

◇ 県立図書館の入館者数は、目標値に近い45.3万人となり、貸出冊数

は過去最高だった平成24年度の数値を更新し、44.3万冊となった。

【課題】◇ 生涯学習関係者や県民のニーズに応えられるように、「ラ･ラ･ネッ

ト」の使いやすさの向上を図る必要がある。

◇ 図書館の入館者数が目標値を達成し、県民に親しまれる図書館とな

るよう、一層の魅力づくりに取り組む必要がある。

○ 県民フォーラムを毎年継続して開催し、生涯学習気運の一層の醸成を図る。

○ 「ラ･ラ･ネット」について、「ラ･ラ･ネット･コミュニティ」や「マイページ」※

などの浸透を図るとともに、より使いやすいシステムとなるよう努める。

※ 県内で活動する生涯学習関係団体や公民館で活動するサークル等を紹介するもの

○ 平成27年４月の県立図書館創立100周年に向けて、記念事業を企画・検討する

とともに、引き続き、利用者サービスの向上及び入館者増を図る。
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〔参考〕県立図書館の利用状況
H23 H24 H25

貸出冊数 411,942冊 430,456冊 443,391冊
蔵書数 763,801冊 782,685冊 803,002冊
資料提供及び調査相談 17,454件 17,177件 16,591件
図書館情報検索 345,575回 386,007回 371,663冊
公立図書館等への貸出 5,665冊 6,370冊 6,380冊

基準年指標値

（平成21年度） （平成24年度） （平成25年度）

353,266人 463,767人 453,198人 470,000人

目標値
実績値

【関連指標28】

県立図書館の入館者数
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２ 生涯学習機会や 評 価

学習成果活用機会の充実
Ｂ

＜目指すもの＞

「循環型生涯学習社会」の実現に向けて、学習機会の充実に努めるとと

もに、生涯学習で学んだ成果を地域社会に生かすための仕組みづくりを推

進する。

〔ここに注目 !！〕

・学んだ成果を生かす機会の活用に向け、「読書パッケージ化事業」を新規に実施

目 県民の生涯学習機会や学習成果活用機会の充実を図るため、生涯学習推進セン

ターにおいて講座を開催するほか、指導者の養成や、学習成果を生かす活動を支援

的 する。

１ 多様な学習機会の提供

多様な主体が実施している学習講座を体系化し、効果的に提供するとともに、

市町村や大学等と連携した専門的講座を県内各地で実施した。

・いきいき県民カレッジ 登録講座数 2,355 （Ｈ24数値 2,277）、受講者

128,144人 （Ｈ24数値 157,123人）

・にいがた連携公開講座 講座数８、会場数８、受講者466人 （Ｈ24数値

講座数10、会場数11、受講者774人）

〔参考〕いきいき県民カレッジ受講者数と講座数の推移

２ 学習成果を生かす仕組みづくり

(1) 学んだ成果を地域社会で活用するため、地域の課題解決に向けて「学び」、

「実践」する仕組みづくりを支援するモデル事業（地域の絆づくり・教育力向

上支援モデル事業）を実施した。

・事業実施市町村：３市町（燕・十日町・阿賀）（Ｈ24：２市村（燕・関川））

参加人数：154人（Ｈ24：47人）
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(2) 学んだ成果を活用する機会の創出のため、「読書パッケージ化事業」を実施

した。（委託先 長岡市、見附市）（P35参照）

３ 人権教育

同和問題をはじめ、様々な人権課題への理解と認識が深まるよう、研修会を実

施した。

・人権教育指導者研修会（１回）

社会教育委員など51人（Ｈ24：97人）

・社会同和教育市町村巡回研修会（４会場４回）

ＰＴＡ役員など 584人（Ｈ24：502人）

・人権教育行政担当者研究協議会（１回）

市町村人権教育担当者など 30人（Ｈ24：38人） 【人権教育指導者研修会】

【成果】◇ 多様な学習機会の提供については、「いきいき県民カレッジ」への登

評 録を市町村や県の本庁各課・地域機関・教育機関などへ働きかけたこと

で、登録講座数の増加につながった。

価 ◇ 「読書パッケージ化事業」については、学んだ成果を生かす機会の拡

大に向けて、ボランティア団体等が自ら企画し、訪問先を開拓する事例

を作ることができた。

【課題】◇ 多様な学習機会の拡充に向けて「いきいき県民カレッジ」を拡大する

必要がある。

◇ 様々な学習成果の活用の場となるＮＰＯ等と連携し、活用の機会が拡

大する仕組みづくりが必要である。

○ 「いきいき県民カレッジ」の拡大に向けて、登録の効果・メリットを明確にし

ながら、市町村を中心に登録を働きかける。

○ 生涯学習の成果を地域社会で生かすための仕組みづくりを一層推進するため、

その橋渡しとなるＮＰＯと連携した取組を実施する。
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基準年指標値

（平成21年度） （平成24年度） （平成25年度）

1,330千日人 1,405千日人 1,361千日人 1,400千日人

目標値
実績値

【関連指標29】

学習講座等の受講者数

基準年指標値

（平成24年度） （平成24年度） （平成25年度）

58.8% 58.8% 60.8% 向上させる

目標値
実績値

「生涯学習の成果を地域社会で役立

てている」学習者の割合

【関連指標30】


